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骨格筋、骨で発現している TMEM16E は 10 回膜貫通領域を持つ TMEM16 ファ
ミリーのメンバーであり、筋ジストロフィーや顎骨骨幹異形成症の患者で遺伝
性変異が報告されている。TMEM16 ファミリーには 16A などの Cl-チャネル活性
をもつメンバーと 16F などのリン脂質スクランブラーゼ活性をもつメンバー
が知られているが、TMEM16E の機能は不明である。本研究では 16E が細胞質内
おそらく小胞体に局在していることを見出した。ついで、TMEM16F と相似した










  したがって、本論文は博士（医科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２８年２月２４日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
